
健康生活支援課業務（感染症・生活衛生業務）における海匝保健所の取組について 

 

海匝保健所 健康生活支援課 

新型コロナウイルス感染症での経験を踏まえ、現場となる保健所において、平時から計画的

な健康危機管理体制の整備をしておく必要があることから、感染症に関する健康危機対処計画

の策定および地域の関係機関とともに感染症対策ができるような研修・訓練等を重点的に行っ

た。 

また、県民・事業者等の利便性向上をめざしたデジタル化推進を図り、併せて、働き方が見

直されていく中で職員の負担を軽減するような業務改善をおこなった。 

 

１ 海匝保健所健康危機対処計画（感染症編）（以下、「対処計画（感染症編）」とする）の策定 

【目的】 

令和５年に改正された『地域保健対策の推進に関する基本的な指針』（平成６年厚生省告

示）に基づき、新型インフルエンザ等感染症、指定感染症及び新感染症等の国内発生に備え

た平時からの体制整備を目的として、令和６年４月に策定した。 

【内容】 

平時における準備や感染症発生時の発

生段階に応じた体制が、迅速にとれるよう

に、視覚的にわかりやすく、実効性のある

ものを目指して作成した。 

また、この対処計画（感染症編）のなか

で、関係機関との情報共有のツールとし

て、ＺＯＯＭによる香取海匝地区感染症・

災害等連携会議の活用を盛り込んでおり、

平時においても地域の感染症発生状況を発信している。 

具体的な資料編については、今年度内に作成し、定期的に評価・見直しを行う予定である。 

   

  

海匝保健所健康危機対処計画（感染症編）より一部抜粋 

令和６年度運営協議会資料 議題１ 

活動のポイント：対処計画（感染症編）のビジュアル化 

             ＺＯＯＭ連携会議の活用 



２ 感染症患者移送訓練の実施 

【目的】 

  対処計画（感染症編）の中の実践型訓練として、２類感染症の感染が疑われる患者を円滑

に第二種感染症指定医療機関へ搬送できるように、管内医療機関及び消防機関の参加協力を

得て実施した。 

【概要】 

訓練実施日  令和６年 1０月３１日（木） 

協力機関   国保旭中央病院、匝瑳市民病院、匝瑳市横芝光町消防組合、香取保健所 

参加機関   香取海匝管内９医療機関及び消防本部、家畜保健衛生所、山武保健所等 

内   容  開庁時間外に、管内医療機関から「渡航後の患者が鳥インフルエンザ（H5N1）

感染が疑われる。急性呼吸器症状を呈している。」旨の連絡があり、転院の

相談及び救急搬送要請があり、管内感染症指定医療機関と受診調整し、救

急搬送する想定。実際に感染対策をした救急車でのストレッチャーによる

患者搬送を実施。実施後は、合同で訓練を行った香取保健所と参加機関で

カンファレンスを実施し、今後の訓練のあり方や地域特有の課題を共有し

た。 

   

 

  

活動のポイント：休日夜間を想定した実践型訓練 



３ 健康危機管理に関する研修会・勉強会の開催 

【目的】 

対処計画（感染症編）における平時の人材育成のための研修・訓練として、保健所職員及

び地域の関係機関を対象に、感染症発生時に適切な対応ができるように地域のレベルアップ

を目指して実施した。 

【概要】   下表のとおり 

研修名等 実施時期 対象者 参加人数 内容 

防護具・防護

服着脱訓練 

5/29 所内職員、消防隊員、市

職員、ＩＨＥＡＴ要員

（※） 

25名 ・N95 マスクフィット

テスト、タイベック防

護服着脱訓練 

包装責任者

養成講習会 

5/16、23 所内職員 23名 ゆうパックによる検体

搬送手順 

結核勉強会 8/2 管内監理団体、外国人

労働者雇い主、アジア

系外国人向け日本語学

校 

 

17機関 

30名 

 

（対面 

及び ZOOM 

開催） 

結核に関する正しい知 

識と感染拡大防止につ

いて、日本で結核と診

断された外国人の支援

について、保健所の結

核業務について 

感染性胃腸

炎及びレジ

オネラ症勉

強会 

11 月下旬

予定 

高齢者福祉施設、障が

い者入所施設、旅館業

及び公衆浴場事業者 

50 名程度

（予定） 

・ノロ吐物処理実技 

・レジオネラ対策を考

慮した施設管理（仮題） 

   （※）ＩＨＥＡＴ（Infectious disease Health Emergency Assistance Team）要員： 

健康危機事案発生時に保健所等の業務の支援が可能な医師、保健師等の専門職 

 

  

活動のポイント：地域人材育成の継続 



 

４ 各種業務におけるデジタル化の推進 

【目的】 

県民・事業者等の利便性向上をめざし、かつ、職員の負担を軽減するための業務改善をお

こなった。 

【方法】 

（１）食品の衛生管理におけるＨＡＣＣＰ（※）に沿った衛生管理を推進する動画の作成 

    食品衛生法の改正により、原則すべての食品事業者にＨＡＣＣＰに沿った衛生管理が

義務づけられたが、いまだ取り組めていない事業者が多い。そこで、保健所職員が各事

業所に説明せずとも取り組みやすいように、不明な部分は繰り返し学習できるように、

動画を作成した。 

 

 

 

 

（※）ＨＡＣＣＰ：Hazard Analysis Critical Control Point（危害分析重要管理点） 

の略 

（２）食品衛生監視票交付願の電子申請化 

事業者からの要望があった場合、今までは来所、メール又は FAXで受付けていたもの

を、ちば電子申請システムを活用することとした。 

（３）海匝保健所（健康福祉センター）ホームページの活用 

医療機関向け麻しんハンドブック、生かきを取り扱う食品事業者向けリーフレット等

をホームページ上に掲載することにより、各担当が問い合わせを受けたときも案内しや

すく、関係機関・事業者もすぐに閲覧できるようになった。 

 

「小規模な飲食店向け HACCPの 

考え方を取り入れた衛生管理」 

（千葉県公式セミナーチャンネル） 

※再生リスト内に４本の動画があります 

活動のポイント：デジタル化推進による利便性の向上 


